
 

 

 米原市民報№455 

２０１4年12月21日  日本共産党米原市議団 

清水隆徳℡52-1969 藤田正雄℡55-1128 
太田幸代℡54-2286 

民
営
参
入
で
保
育
内
容
に
変
化
は 

Ｑ
、
来
春
よ
り
、
公
営
の
認
定
子
ど
も
園
と
、
西

保
育
所
を
借
用
す
る
民
間
の
（
仮
称
）
チ
ャ
イ

ル
ド
ハ
ウ
ス
近
江
の
２
園
に
よ
る
保
育
が
実
施

さ
れ
る
。
保
護
者
に
と
っ
て
は
選
択
の
幅
が
増

え
て
歓
迎
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
公
営
・

民
間
で
保
育
内
容
に
違
い
は
な
い
と
思
う
が
ど

う
か
。 

Ａ
、
保
育
内
容
で
す
が
「
米
原
市
保
育
の
指
針
」

に
定
め
る
保
育
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、
公

営
・
民
間
を
問
わ
ず
、
市
内
就
学
前
保
育
・
教

育
施
設
と
同
様
に
保
育
の
推
進
を
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
上
で
、
園
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、

「
命
の
尊
重
」「
感
謝
の
心
」「
思
い
や
り
の
心
」

「
た
く
ま
し
い
心
と
体
」
を
基
本
と
し
た
保
育

を
目
標
に
、
地
域
に
開
か
れ
た
園
を
め
ざ
し
た

運
営
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。 

認
定
こ
ど
も
園
と
の
関
係
は 

Ｑ
、
保
護
者
の
な
か
に
は
西
部
で
４
・
５
歳
児
を

含
め
た
保
育
園
を
求
む
声
は
根
強
く
あ
っ
た
の

で
タ
イ
ム
リ
ー
と
い
え
る
。
ま
た
、
児
童
福
祉

法
の
改
正
に
よ
り
、
市
が
法
人
（
株
式
会
社
も

含
む
）
と
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
公
私
連
携

法
人
と
な
り
、
市
の
公
有
財
産
を
安
価
、
ま
た

は
無
償
貸
与
、
ま
た
は
譲
渡
し
て
、
保
育
所
を

運
営
す
る
仕
組
み
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
保
育

所
は
公
私
連
携
保
育
所
と
な
る
と
規
定
さ
れ
て

い
る
が
、
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
近
江
は
こ
の
制

度
に
適
合
す
る
の
か
。 

Ａ
、
公
私
連
携
保
育
所
と
し
て
で
は
な
く
民
営
保

育
所
と
し
て
運
営
い
た
だ
き
今
後
実
績
を
積
ま

れ
れ
ば
公
私
連
携
保
育
所
も
視
野
に
入
れ
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。 

入札 

節木三千代氏 

 

日
本
共
産
党
清
水
議
員
は
近
江
地
区
に
来
年
４
月
か
ら
開
園
予
定
の
（
仮
称
）
チ
ャ
イ
ル
ド

ハ
ウ
ス
近
江
問
題
に
つ
い
て
、
当
局
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。
一
部
議
員
の
中
に
は
、
今
回
の

チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
近
江
に
つ
い
て
は
、
市
の
方
針
に
一
貫
性
が
な
く
、
認
定
こ
ど
も
園
の
経

営
を
不
安
視
す
る
否
定
的
な
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
官
民
が
お
互
い
に
協
力
や
競
争
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
地
域
の
保
育
要
望
に
応
え
て
い
く
幅
が
広
が
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
歓
迎
す
べ
き

も
の
と
の
考
え
方
で
質
問
を
し
ま
し
た
。 

 

な
お
１
６
日
の
議
会
最
終
日
、
各
種
証
明
書
（
住
民
票
や
印
鑑
証
明
等
）
手
数
料
引
上
げ
の

３
条
例
は
本
会
議
で
も
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
近
江
へ
の
移
行
を
前
提

と
し
た
近
江
に
し
保
育
園
廃
止
の
た
め
の
保
育
所
条
例
、
道
路
占
用
料
の
引
き
下
げ
は
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
市
議
団
で
は
積
極
的
に
討
論
に
参
加
し
ま
し
た
。
詳
細
は
次
号
で
。 

保
育
士
の
待
遇
改
善
を 

Ｑ
、
保
育
士
の
待
遇
は
ど
う
か
。 

Ａ
、
公
営
と
民
間
で
は
そ
の
違
い
は
有
り
ま

す
。
国
に
お
い
て
平
成
２
５
年
度
か
ら
民
間

保
育
園
を
対
象
に
保
育
上
等
処
遇
改
善
臨

時
特
例
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
保
育
士
の
人
材
確
保
と
処
遇
改
善

に
取
り
組
む
保
育
所
に
対
し
保
育
職
員
の

賃
金
改
善
に
要
す
る
経
費
に
限
定
し
た
資

金
の
交
付
を
行
う
こ
と
に
よ
り
保
育
士
の

確
保
を
進
め
る
も
の
で
す
。
本
市
に
お
い
て

も
、
民
間
保
育
園
へ
の
必
要
な
支
援
を
行
っ

て
お
り
、
処
遇
改
善
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。 

就
学
前
の
交
流
が
必
要 

Ｑ
、
就
学
前
教
育
で
公
営
と
民
間
の
交
流
等
は

行
わ
れ
る
の
か
。 

Ａ
、
現
在
近
江
地
域
に
お
き
ま
し
て
は
、
保
幼

小
中
学
校
の
交
流
事
業
と
し
て
、
子
ど
も
の

育
ち
を
つ
な
ぐ
事
を
目
的
に
「
近
江
連
携
の

会
」
を
組
織
し
て
い
ま
す
。
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ

ウ
ス
近
江
に
も
交
流
事
業
に
参
加
い
た
だ

く
予
定
を
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
保
育
園

や
幼
稚
園
の
５
歳
児
と
小
学
校
１
年
生
と

の
交
流
や
研
修
等
を
行
い
、
公
営
・
民
間
を

問
わ
ず
同
じ
地
域
の
子
ど
も
と
し
て
、
地
域

で
就
学
前
か
ら
中
学
校
ま
で
を
見
通
し
た

子
ど
も
の
育
ち
を
つ
な
ぐ
連
携
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

雑
感 

総
選
挙
比
例
区
で
の
自
民
党
の
得
票
率
は
３
３
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
一
方
共
産
党
は
６
０
６
万

票
で
得
票
率
は
１
１
％
で
す
。
そ
れ
な
の
に
議
席
数
は
２
９
１
議
席
対
２
１
議
席
。
小
選
挙
区

制
が
導
入
さ
れ
る
と
き
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
４
割
の
得
票
で
８
割
の
議
席
」
当
時
は
ピ
ン
と
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
現
実
を
見
る
と
本
当
に
こ
れ
が
民
主
主
義
な
の
か
。
一
方
身
を
切
る
改
革
と

言
っ
て
い
ま
す
が
、
多
く
は
比
例
区
定
員
を
削
る
こ
と
。
そ
れ
よ
り
政
党
助
成
金
３
２
０
億
円

を
カ
ッ
ト
す
る
ほ
う
が
、
本
当
の
身
を
切
る
改
革
。
税
金
に
寄
生
す
る
政
党
は
い
ら
な
い
。 


